
  

 

 

 

 
  

明るい未来 前向きな取り組みを 

                        園 長  立 石 晃 子 

 つい先日まで小さかった園庭の野菜の苗が生長し花をつけ始め、初夏が感じられるよ

うになってきました。 

 臨時休業を終え、南千住第二幼稚園に園児・保護者の皆様がようやく集うことができ

ました。これまでの間、保護者・地域の皆様、そして何よりも突然大好きな幼稚園の友

達・先生と会えなくなってしまった子供たちには、命を守るためご協力をいただき、大

変感謝しております。 

3 月からの 3 か月、子供の声のない幼稚園で、改めて幼稚園の存在意義や私の役割に

ついて考え、できることを実践してきました。保護者の方への健康観察の電話では、お

一人お一人とお話させていただきました。時には「（お子様が年長の）ばらぐみになら

ないまま小学生になっちゃうかもしれない、と心配している」と伺い切なくなったり、

「我が子とじっくり有意義な時間を過ごしている」という声に安堵したり、「いっぱい

絵を描いてお部屋に貼って、絵ばっかりになっちゃってるの！」というお子様の元気な

声に励まされたりしました。また、教員と共に大きなこいのぼりをつくり、これを見て

もらい皆様に元気を出してもらいたいとホームページにアップしたりしました。臨時休

業中、元気のなくなっていったウサギのココアちゃんを教職員とともに看病を続けまし

たが、残念なことに亡くなってしまう悲しい出来事にも見舞われました。 

これから子供たちと新しい生活様式の下で園生活を送ることになります。子供たちの

心のケアを大切に、園が安心、安全な場となるように工夫、改善を図ってまいります。 

現在のように不安な日々を送っていた東日本大震災 1 年後の 2012 年春の甲子園で、

当時宮城県石巻工業高校の主将 阿部翔人さんは、選手代表として、「人は誰でも、答

えのない悲しみを受け入れることは、苦しくてつらいことです。しかし、日本が１つに

なり、その苦難を乗り越えることができれば、その先に必ず大きな幸せが待っていると

信じています」と選手宣誓を行っています。今過ごす毎日が、子供たちの幼児期の記憶

となり心の原風景となることを頭に描きながら、子供たちにはこの経験から学びを得る

ことができること、明るい未来があることを伝え続け、今できること、前向きな取り組

みをしていきたいと考えています。 
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いよいよ始まります！子供たちの園生活 

＜3 歳もも組＞   

楽しい幼稚園生活の始まりですね！ 
 

 
 
 
 

 
  
 

＜4 歳たんぽぽ組＞ 

 たんぽぽ組のスタート！元気いっぱい、笑顔いっぱいで遊ぼうね！ 

 

 

 

 

 

 

 

＜5 歳ばら組＞ 

 いよいよ始まる年長組の生活！どんな年になるかわくわくするね♬ 

 

 ご入園おめでとうございます！今日の日を待ち遠しくされていたことと思います。 

 もも組の担任２人も、幼稚園に対する親しみや自然に関心をもつきっかけになればという願い

を込めて、園庭でヒャクニチソウなどの花の種をまいて育て、子供たちに会える日を心待ちにし

ていました。 

初めての幼稚園生活で、新しい場所や友達と出会う毎日が楽しかったり、緊張したり、子供た

ち一人ひとりが色々な思いを抱くことと思います。その気持ちを受け止め、安心して幼稚園生活

を送れるようにしていきます。一年間よろしくお願いいたします。 

転出された先生より 

 
南千住第二幼稚園のお友達、保護者の皆様、７年間ありがとうございました。 
第二幼稚園は、私が夢だった幼稚園の先生になり、その第一歩をスタートした思い出いっぱい

の園です。日々成長する姿を見せてくれる子供たち、愛情いっぱいの保護者の皆様に支えられ、

大切な宝物がたくさんできました。これからもずっと子供たちの成長を願っております。今はま

だ大変なときですが、またいつかお会いできる日を楽しみにしています。 

 みんなの大好きな幼稚園がいよいよ始まりました！お休み中にまいた種からは、元気な芽が出

て、ぐんぐん大きくなってきています。どんな花が咲いたり、実がなったりするのか、みんなで

楽しみに観察していきましょうね。そして、たんぽぽ組の子供たち一人ひとりに寄り添い、「もっ

とやってみたいな」「お友達や先生と一緒だと嬉しいな、楽しいな」と思えるような毎日を積み重

ねていきます。あらためまして一年間よろしくお願いいたします。さあ、年中たんぽぽ組のスタ

ートです！ 

 子供たちは登園初日、どんな気持ちで登園してきたのでしょうか。友達と会える嬉しさ、幼稚

園で遊べる喜び、新しい環境にドキドキしていた子もいるかもしれませんね。そうした一人一人

の気持ちに寄り添いながら関わり、新しい生活に少しずつ慣れていけるようにしたいと思います。 
園生活を積み重ね、友達と遊ぶことがますます大好きになり、やる気いっぱいの子供たちと過

ごすこれからの生活に、担任も期待の気持ちが膨らみます。一年間を通して、学級としてのつな

がりを深め、皆で力を合わせながら楽しい年にしていきます。どうぞよろしくお願いいたします。 
 


